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(57)【要約】
ある番組のコピーを複数部録画するためのシステムおよ
び方法を提供する。本方法は、番組を録画するためのユ
ーザ命令を受信するステップを含み得る。番組のコピー
を複数部録画するための判断を行い得る。該判断に応答
して、番組のコピーが複数部録画されてもよい。録画番
組を表示するためのユーザ命令が受信され得る。番組の
コピーの一部が再生され得る。オリジナルコピーが望ま
しい録画属性を欠いている場合、ユーザは、録画番組の
別のコピーに切り替えてもよく、双方向テレビアプリケ
ーションによって、番組の別のコピーに自動的に切り替
えられ得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　双方向テレビアプリケーションによって、番組のコピーを録画および再生するための方
法であって、
　番組を録画するためのユーザの要求を受信するステップと、
　該番組を録画するための該ユーザの要求に応答して、該番組の複数のコピーを録画する
ステップと、
　該複数のコピーから該番組の第１のコピーを選択するステップと、
　該複数のコピーから該番組の他のコピーを選択するステップであって、該他のコピーは
、該第１のコピーとは異なる、ステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記番組の前記他のコピーは、該番組の前記第１のコピーの録画属性よりも望ましい、
少なくとも１つの録画属性を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記番組の前記他のコピーは、特定の組の１つ以上の望ましい録画属性のすべてを有す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記他のコピーに関連する第２の組の１つ以上の録画属性は、前記第１のコピーに関連
する第１の組の１つ以上の録画属性より優先される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記番組の前記他のコピーを選択するステップは、該番組の前記第１のコピーが望まし
い録画属性を欠いているかどうかを自動的に判断するステップを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記番組の前記他のコピーを選択するステップは、該番組の他のコピーを選択するため
のユーザ命令を受信するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記番組の前記他のコピーの少なくとも一部を再生するステップをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項８】
　前記番組の前記第１のコピーの一部を再生するステップをさらに含み、
　該番組の他のコピーを選択するステップは、該番組の該第１のコピーの現在の再生位置
を識別するステップを含み、
　前記他のコピーの前記少なくとも一部を再生するステップは、該第１のコピーの前記識
別された再生位置、またはその近くで開始する、該番組の該他のコピーの該一部を再生す
るステップを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記番組の複数のコピーを録画するステップは、前記番組の少なくとも１つのコピーの
全体を録画するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記番組の複数のコピーを録画するステップは、該番組の複数のコピーを録画するため
のユーザ命令の受信に応答して、該番組の複数のコピーを録画するステップを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記番組の複数のコピーを録画するステップは、該番組の該複数のコピーを自動的に録
画するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記番組の第１のコピーを選択するステップは、
　該番組の前記複数のコピーのうちの少なくとも２つのそれぞれに関連するリスト要素を
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含むリストを表示するステップと、
　該番組の該第１のコピーに関連する前記リスト要素のユーザ選択を受信するステップと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記番組の第１のコピーを選択するステップは、該番組の該第１のコピーを自動的に選
択するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　双方向テレビアプリケーションによって、番組のコピーを録画および再生するための方
法であって、
　番組を録画するためのユーザの要求を受信するステップと、
　該ユーザの要求に応答して、該番組の複数のコピーを録画するステップと、
　該番組を再生するためのユーザの要求を受信するステップと、
　最も望ましい録画属性を有する該番組のコピーを、該複数のコピーから識別するステッ
プと、
　該番組の該識別されたコピーの少なくとも一部を再生するステップと
　を含む、方法。
【請求項１５】
　前記番組の前記識別されたコピーはまた、望ましい録画属性を欠いていない、請求項１
４に記載の方法。
【請求項１６】
　番組のコピーを録画および再生するためのシステムであって、該システムは、録画装置
と制御回路とを含み、該制御回路は、
　番組を録画するためのユーザの要求を受信し、
　該番組を録画するための該ユーザの要求に応答して、該番組の複数のコピーを録画し、
　該複数のコピーから該番組の第１のコピーを選択し、
　該複数のコピーから該第１のコピーとは異なる該番組の他のコピーを選択するように構
成される、システム。
【請求項１７】
　前記番組の前記他のコピーは、該番組の前記第１のコピーの録画属性よりも望ましい、
少なくとも１つの録画属性を有する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記番組の前記他のコピーは、特定の組の１つ以上の望ましい録画属性のすべてを有す
る、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記他のコピーに関連する第２の組の１つ以上の録画属性は、前記第１のコピーに関連
する第１の組の１つ以上の録画属性に優先する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記制御回路は、前記番組の前記第１のコピーが、望ましい録画属性を欠いているかど
うかを自動的に判断するようにさらに構成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記制御回路は、前記番組の他のコピーを選択するためのユーザ命令を受信するように
さらに構成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記制御回路は、前記番組の前記他のコピーの少なくとも一部を再生するようにさらに
構成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記制御回路は、
　前記番組の前記第１のコピーの一部を再生し、
　該番組の該第１のコピーの現在の再生位置を識別し、
　該第１のコピーの前記識別された再生位置、またはその近くで開始する、該番組の該他
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のコピーの該一部を再生するようにさらに構成される、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記制御回路は、前記番組の少なくとも１つのコピーの全体を録画するようにさらに構
成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記制御回路は、前記番組の複数のコピーを録画するためのユーザ命令の受信に応答し
て、該番組の複数のコピーを録画するようにさらに構成される、請求項１６に記載のシス
テム。
【請求項２６】
　前記制御回路は、前記番組の前記複数のコピーを自動的に録画するようにさらに構成さ
れる、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記制御回路は、
　前記番組の前記複数のコピーのうちの少なくとも２つのそれぞれに関連するリスト要素
を含むリストを出力し、
　該番組の前記第１のコピーに関連する該リスト要素のユーザ選択を受信するようにさら
に構成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記制御回路は、前記番組の前記第１のコピーを自動的に選択するようにさらに構成さ
れる、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２９】
　番組のコピーを録画および再生するためのシステムであって、該システムは、番組を録
画するための録画装置と、双方向テレビアプリケーションと、制御回路とを含み、該制御
回路および双方向テレビアプリケーションは、
　番組を録画するためのユーザの要求を受信し、
　該ユーザの要求に応答して、該番組の複数のコピーを録画するように録画装置に指示し
、
　該番組を再生するためのユーザの要求を受信し、
　優先された組の１つ以上の望ましい録画属性を有する該番組のコピーを、該複数のコピ
ーから識別し、
　該番組の該識別されたコピーの少なくとも一部を再生するように構成される、システム
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、番組を録画するためのシステムおよび方法に向けられ、特に録画番組が望ま
しい録画属性を有することを確実とするシステムおよび方法に向けられる。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルビデオ録画（ＤＶＲ）装置などの録画装置は、当該分野で周知である。多くの
場合、ＤＶＲ装置のユーザは、録画番組が望ましい録画属性を欠いていることに気付くか
もしれない。例えば、録画番組は中断されたり、番組の開始部分または終了部分が欠如し
ていたり、不正なコンテンツを有していたり、一部のその他の望ましい録画属性を欠いて
いる場合がある。別の例として、ＤＶＲ装置は、番組を録画しているチューナに、番組の
録画を停止し、別の優先度が高い番組を録画するよう指示を与え得る。一部の実施形態に
おいて、ＤＶＲはユーザがより望ましいと思う、番組のデジタルまたは高精細度放送の代
わりに、番組のアナログ放送を録画し得る。ユーザが次回放送時刻前に番組を見る必要が
ある場合、ユーザは、番組を望ましい録画属性が欠けた状態にし、適切なコピーを取得す
る簡単な手段を持たない状態のままにしておく。
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、ユーザが、望ましい録画属性を欠いていない、再生のための番組のコピーを有
することを確実にすることを試みるために、番組の複数のコピーを録画するためのビデオ
録画システムおよび方法を提供することが望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の本目的およびその他の目的は、録画装置に連結された双方向テレビアプリケー
ションを提供することで、本発明の原理により達成される。番組を録画するためのユーザ
の要求に応答して、双方向テレビアプリケーションは、録画装置を用いて番組の複数のコ
ピーを録画する。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、ユーザの
要求に応答して、番組の複数のコピーの録画を予約してもよい。その他の実施形態におい
て、双方向テレビアプリケーションは、番組の複数のコピーが録画されるべきかどうかを
代わりに判断してもよい。例えば、双方向テレビアプリケーションは、ユーザに複数のコ
ピーを録画するように促してもよいし、例えば、番組の属性またはその他の変数に基づい
て（例えば、番組が優先度の高い番組であるかどうかに基づいて）、番組の複数のコピー
を録画することを自動的に決定してもよい。
【０００５】
　一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、ユーザの機器が、複数の
コピーの録画を防止するいずれかの制限を有するかどうかを判断する。いずれかの制限が
識別された場合、双方向テレビアプリケーションは、制限を解除あるいは克服を試みても
よいし（例えば、番組するため、チューナの解放、あるいは容量を解放することによって
）、制限を克服するための措置を講じるようユーザに促してもよい（例えば、別の録画を
キャンセル、あるいは録画される番組のコピー数を減らすことによって）。一部の実施形
態において、双方向テレビアプリケーションは、録画する番組のコピーの最適数を判断し
たり、録画用の録画オプションを設定してもよい。これによって、望ましい録画属性を有
する番組のコピーが依然として録画されていることを確実にしようとしている間、ユーザ
機器のリソースの使用および利用率が最適化され得る。
【０００６】
　番組の複数のコピーが録画された後、ユーザが再生のために番組を要求した場合、特定
のコピーが選択される。一部の実施形態において、ユーザは再生するために、番組の特定
のコピーを選択する。その他の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、特
定のコピーを自動的に選択する。双方向テレビアプリケーションは、例えば、それぞれの
コピーの録画属性に基づいて、番組の利用可能な最良のコピーを自動的に選択し得る。利
用可能な最良のコピーは、最も望ましい録画属性を有するコピーであり得る。
【０００７】
　再生のために番組のコピーを選択した後など、適切な時に、ユーザまたは双方向テレビ
アプリケーションは、コピーが望ましい録画属性を欠いているかどうかを判断し得る。
【０００８】
　ユーザは、例えば、番組の録画されたコピーの録画属性を示す、双方向テレビアプリケ
ーションによって提供される情報表示を見直すことによって、コピーが望ましい録画属性
を欠いているかどうかを判断してもよい。代替的に、番組のコピーを再生し、番組の視聴
時に、コピーが望ましい録画属性を欠いていると通知することによって（例えば、番組が
中断あるいは短縮されたと通知することによって）、ユーザはこの判断を行い得る。ユー
ザが、コピーは望ましい録画属性を欠いていると判断した場合、ユーザはそのことを双方
向テレビアプリケーションに通知し得る。この指示に応答して、双方向テレビアプリケー
ションは、ユーザが番組の別のコピーを選択することを可能とする、あるいはそれ自体が
選択することができるようになる。
【０００９】
　例えば、コピー自体の録画属性を調査することによって、双方向テレビアプリケーショ
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ンに提供された番組データ（例えば、番組ガイドデータフィードの一部として提供された
放送中止情報）を調査することによって、あるいはその他のいずれかの適切なアプローチ
を用いることによって、双方向テレビアプリケーションは、コピーは望ましい録画属性を
欠いていることを判断してもよい。コピーが望ましい録画属性を欠いていると判断した後
、双方向テレビアプリケーションは別のコピーを選択する。
【００１０】
　一部のアプローチにおいて、番組の選択されたコピーが望ましい録画属性を欠いている
と判断し、番組の別のコピーを選択する、このような操作は、コピー間で望ましい録画属
性、または最も望ましい録画属性を有するコピーが見つかるまで繰り返されてもよい。
【００１１】
　番組を見ている間、および第２のコピーが選択される間に、ユーザが、コピーは望まし
い録画属性を欠いていると判断した場合、双方向テレビアプリケーションは、開始部分、
または第１のコピーが切り替わる前に終了した位置のいずれかで第２のコピーの再生を開
始してもよい。一部の例において、欠如した番組の部分がないことを確実とするため、双
方向テレビアプリケーションは、切り替わる前に第１のコピーが終了した位置より、若干
早い位置で第２のコピーを開始してもよい。
【００１２】
　本発明の上記の機能およびその他の機能、特性ならびに種々の利点は、添付図面と関連
させ、以下の詳細な説明を検討した上で、より明らかとなるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１は、本発明の一実施形態による、例示的双方向テレビシステム１を表す。ユーザ機
器１０は、通信パス２２を介し、コンテンツソース２０から信号の形式でコンテンツを受
信する。実際は、複数のコンテンツソースがあり得る。明確にするため、１つのみが図１
に図示される。また実際、コンテンツソース２０およびデータソース２４に連結したユー
ザ機器１０の複数の例があってもよい。図を明確にするため、単一のユーザのみのユーザ
機器を図示する。
【００１４】
　コンテンツソース２０は、例えば、ケーブルシステムヘッドエンド、衛星テレビ配信設
備、テレビ放送設備、オン・デマンドサーバ（例えば、ビデオ・オン・デマンド（ＶＯＤ
）サーバ）、またはコンテンツを生成、配信するためのその他のいずれかの適切な設備あ
るいはシステムなどのいずれかの適切なコンテンツソースであってもよい。コンテンツソ
ース２０は、例えば、衛星パス、光ファイバーパス、ケーブルパス、またはその他のいず
れかの適切な有線、あるいは無線パスを含む、いずれかの適切な通信パス２２を介し、信
号を送信するように構成されてもよい。信号は、例えば、テレビ番組、音楽、ニュース、
ウェブサービスなどのいずれかの適切なコンテンツ、またはその他のいずれかの適切なコ
ンテンツを伝達してもよい。信号は、放送、マルチキャスト、ユニキャスト、またはその
他のいずれかの適切な放送ストリームとして送信されてもよい。
【００１５】
　ユーザ機器１０は、双方向テレビ体験の提供に適切ないずれかの機器を含んでもよい。
例えば、ユーザ機器１０は、テレビカード付きパーソナルコンピュータ（ＰＣＴＶ）など
のコンピュータ機器を含んでもよい。ユーザ機器１０は、テレビ、セットトップボックス
、録画装置、ビデオプレーヤ、ユーザ入力装置（例えば、リモートコントロール、キーボ
ード、マウス、タッチパッド、タッチ画面、音声認識インターフェース等）などのテレビ
機器、あるいは双方向テレビ体験の提供に適切なその他のいずれかの装置を含んでもよい
。例えば、ユーザ機器１０は、Ｍｏｔｏｒｏｌａ社が提供するＤＣＴ２０００、２５００
、５１００、６２０８、または６４１２セットトップボックスを含んでもよい。
【００１６】
　図１の例において、ユーザ機器１０は、個別の装置、あるいは単独の装置として実装さ
れる、制御回路１８、表示装置１２、録画装置１４、およびユーザ入力装置１６を少なく
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とも含む。双方向テレビ番組ガイドなどの双方向テレビアプリケーションは、パス２２を
介してコンテンツソース２０によって送信されたコンテンツを表示装置１２に表示し、双
方向テレビアプリケーション機能を提供する、制御回路１８のチューナに指示を与えるユ
ーザ機器１０に実装されてもよい。
【００１７】
　録画装置１４は、パーソナルビデオレコーダ（ＰＶＲ）、デジタルビデオレコーダ（Ｄ
ＶＲ）、ビデオカ組レコーダ（ＶＣＲ）、ＤＶＤレコーダ、またはその他のいずれかの適
切な録画装置であってもよい。録画装置１４は、１つ以上のチューナを含んでもよい。一
部の実施形態において、録画装置１４は、ホームネットワーク（例えば、イーサネット（
登録商標）ネットワーク）を介して、双方向テレビアプリケーションによってアクセスさ
れてもよい。
【００１８】
　表示装置１２は、例えば、テレビモニタまたはコンピュータモニタなどのいずれかの適
切な装置であってもよい。また表示装置１２は、オーディオ出力を提供するように構成さ
れてもよい。
【００１９】
　制御回路１８は、入力装置１６からのユーザ入力を受信し、双方向テレビアプリケーシ
ョンの命令を実行し、番組（および番組のコピー）を録画する録画装置１４に指示を与え
、表示装置１２に番組および双方向テレビアプリケーションディスプレイ画面を表示させ
るように適合される。制御回路１８は、１つ以上のチューナ（例えば、アナログまたはデ
ジタルチューナ）、エンコーダおよびデコーダ（例えば、ＭＰＥＧエンコーダおよびデコ
ーダ）、プロセッサ（例えば、Ｍｏｔｏｒｏｌａ６８０００ファミリープロセッサ）、メ
モリ（例えば、ＲＡＭおよびハードディスク）、通信回路（例えば、ケーブルモデム回路
）、入力／出力回路（例えば、グラフィック回路）、ユーザ機器１０の種々の装置（例え
ば、録画装置１４）への接続、アナログまたはデジタルテレビ番組編成、番組録画、およ
び双方向テレビ機能を提供するためのその他のいずれかの適切なコンポーネントを含んで
もよい。一実施形態において、制御回路１８は、例えば、録画装置１４、ディスプレイ１
２、またはその他のいずれかの装置（例えば、セットトップボックス、テレビ、ビデオプ
レーヤ等）の一部といったユーザ機器１０の装置の一部として含まれてもよい。
【００２０】
　制御回路１８は、双方向テレビアプリケーションの命令を保存するためのメモリおよび
データベース１０４を含んでもよい。データベース１０４は、データソース２４からのデ
ータ、および双方向テレビアプリケーションによって使用されるその他のデータ（ユーザ
プロフィール、録画番組リスト、機器設定、またはその他の適切な情報）を保存する。ま
たデータベース１０４は、ともに以下に記載される、録画の録画属性、ならびに録画オプ
ションなどの録画および予約された録画に関する情報を含む。その他の実施形態において
、データベース１０４は、ユーザ機器１０の一部、またはスタンドアロン装置に保存され
る（例えば、家の中の別の装置、あるいはパス２２を介してアクセスされる装置）。
【００２１】
　ユーザ機器１０は、双方向テレビアプリケーションデータを１つ以上のデータソース２
４から受信してもよい。データソース２４は、特定のタイプのコンテンツ、または特定の
プリケーション用のデータを提供してもよい。例えば、１つのデータソース２４は、非オ
ンデマンド型の資産（例えば、無料およびペイ・パー・ビューテレビ番組）用のデータを
提供してもよく、別のものはオンデマンド型の資産（例えば、ＶＯＤ番組）用のデータを
提供してもよい。または例えば、単一のデータソースは、これらのタイプのデータの両方
を提供してもよい。一部の実施形態において、１つのデータソース２４は、双方向テレビ
番組ガイド用のデータを提供してもよく、別のものはユーザ機器１０で起動中の別の双方
向テレビアプリケーション（例えば、ホームショッピングアプリケーション）用のデータ
を供給してもよい。一部の実施形態において、データソース２４は、クライアント／サー
バアプローチを用いた双方向テレビアプリケーションにデータを提供してもよい。すべて
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のソースに対しデータソース毎に１つのサーバがあってもよく、一部の実施形態において
は、単一のサーバがユーザ機器１０と種々のデータソース２４間でプロキシとして通信し
てもよい。
【００２２】
　コンテンツソース２０およびデータソース２４を個別の要素として図１に図示する。実
際、その機能性は結合され、単一の設備で単一のシステムから、あるいは複数の設備で複
数のシステムから提供されてもよい。例えば、１つのコンテンツソース２０およびデータ
ソース２４は、ＶＯＤコンテンツおよび関連するＶＯＤデータを提供するように結合され
てもよい。
【００２３】
　図２は、双方向テレビアプリケーションが表示装置１２に表示してもよい、例示的番組
ガイド画面２００を表す。ユーザは、例えば、「メニュー」、「ガイド」、またはその他
の適切なキーの押下、あるいは別の番組ガイド画面またはメニューからナビゲートするユ
ーザ入力装置１６でのキー操作といったいずれかの適切な手段、もしくはその他のいずれ
かの適切な手段によって、番組ガイド画面２００にアクセスしてもよい。例示的番組ガイ
ド画面２００は、番組タイトル、チャンネル、予約された放送時刻、および図１のデータ
ベース１０４からのその他の適切な番組情報を含んだ番組リスト２１０のグリッドを含む
。その他の実施形態において、番組ガイド画面は番組のリスト（例えば、単一行）を含ん
でもよい。ユーザは、ユーザ入力部１６、またはその他のいずれかの適切な手段を用いて
ハイライト領域２１２で希望する番組リストを選択してもよい。
【００２４】
　番組またはその他の適切なビデオ録画を予約する際、ユーザは希望する番組（図２の例
内、チャンネル２８の「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」に関連するリスト２１４がハイライトされ
ている）のハイライト、「録画」キーの押下またはキー操作、あるいはユーザ入力装置１
６を用いて画面から「録画」アイコンの選択を行ってもよい。それに応答して、双方向テ
レビアプリケーションは、録画装置１４に番組を録画するように指示を与えてもよい。こ
れは、例えば、番組リストによって表示される、録画アイコン２１６によって示されても
よい。
【００２５】
　録画する番組の選択に先立ち、ユーザは番組に関する付加情報を要求してもよい。例え
ば、ユーザはハイライト領域２１２を用いてリストをハイライトしたり、「情報」キーの
押下やユーザ入力装置１６でキー操作を行ってもよい。ユーザ要求の受信に応答して、双
方向テレビアプリケーションは、情報画面を表示してもよい。図３は、詳細な情報セクシ
ョン３０２、番組詳細エリア３０４（番組タイトル、時刻、およびチャンネルを含む）、
およびビデオウィンドウ３０６を含む、例示的情報画面３００を示す。
【００２６】
　また画面３００は、選択可能なアイコン３１０を含んでもよく、それらの一部あるいは
すべては、ユーザによってハイライトされているテキスト記述を含んでもよい。画面には
、番組録画、連続録画、ペアレンタル・コントロール・ロックのアイコン、またはその他
のいずれかの適切な双方向テレビアプリケーション機能を含んでもよい。ユーザが番組の
録画を決定した場合、ユーザは「録画」キーの押下またはキー操作、あるいはユーザ入力
装置１６を用いて画面から「録画」アイコン（ハイライトで図示される）の選択、もしく
はその他のいずれかの適切な手段によって予約してもよい。
【００２７】
　一部の実施形態において、ユーザは例えば、図４に図示される全画面表示４００のよう
な全画面表示によって表示装置１２で番組を見ながら、番組の録画を決定してもよい。番
組を録画する際、ユーザは「録画」キーの押下またはユーザ入力装置１６でのキー操作を
行ったり、その他のいずれかの適切な手段を使用してもよい。ポップアップ通知４０２の
ようなポップアップ通知は、録画が開始したことを確認するために表示されてもよい。ま
た双方向テレビアプリケーションは、番組録画のユーザ確認の受信に応答して（例えば、
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図５のメニュー５０２での録画のユーザ確認に応答して）、通知を表示してもよい。一部
の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、以前に予約された録画が開始す
ると、ポップアップ通知４０２が自動的に表示されるように指示してもよい。
【００２８】
　ユーザが、望ましい録画属性を欠いていない録画のために選択された番組のコピーを有
していることを確実にするために、双方向テレビアプリケーションは、予約された番組の
複数のコピーを録画し得る。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは
、デフォルトで録画するために予約されたそれぞれの番組のコピーを複数部録画してもよ
い。例えば、ユーザは、デフォルト設定でそれぞれの番組のコピーを複数部録画するよう
に、双方向テレビアプリケーションに命令する機能を有効あるいは無効にしてもよい。そ
れぞれの番組の録画するコピー数は、自動的に設定されるか、ユーザ命令に応答して設定
されてもよい。一部の実施形態において、それぞれの番組に対し録画するための予約され
たコピー数は、番組に対し設定された録画オプション（例えば、録画優先度）に依存して
もよい。例えば、双方向テレビアプリケーションは、「優先度が高い」番組の３つのコピ
ー、「優先度が中間の」番組の２つのコピー、「優先度が低い」番組の１つのコピーをデ
フォルト設定で予約してもよい。
【００２９】
　一部の実施形態において、デフォルト設定でそれぞれの番組のコピーを複数部録画する
代わりに、双方向テレビアプリケーションは最初に、番組のコピーが複数部録画されるべ
きかどうかを判断してもよい。双方向テレビアプリケーションは、多くの方法でこの判断
を行う。一部の実施形態において、ユーザは、番組のコピーが複数部録画されてもよいこ
とを要求してもよい。このような実施形態において、例えば、双方向テレビアプリケーシ
ョンは、コピーを複数部録画するためにユーザが選択してもよいオプションを提供しても
よい。別の例として、双方向テレビアプリケーションは、ユーザが番組に対する録画優先
度を指定し、優先度に基づいてコピーを録画するかどうかを判断することを可能としても
よい。例えば、ユーザは、ユーザが番組の録画により高い関心を有していることを示す、
「高い」優先度を番組に指定してもよい。
【００３０】
　図５は、ユーザに番組の複数のコピーの録画要求を促すため、双方向テレビアプリケー
ションが表示してもよい例示的ポップアップメニュー５０２を有する例示的画面５００を
示す。ポップアップメニュー５０２は、録画の確認およびキャンセルのための選択可能な
アイコン５０４および５０６のほかに、録画の予約を確認する通知を含む。またポップア
ップメニュー５０２は、録画オプションを設定または修正するためのアイコン５０８と、
番組のコピーを複数部録画するためのアイコン５１０とを含む。またポップアップメニュ
ーは、その他のいずれかの適切なアイコンを含んでもよい。一部の実施形態において、双
方向テレビアプリケーションは、ユーザ設定の少なくとも特定の録画優先度（例えば、高
い）に応答して、コピーを複数部録画するためのオプション（例えば、アイコン５１０）
を条件付きで表示してもよい。その他の実施形態において、双方向テレビアプリケーショ
ンは、録画オプションを設定または修正するためのオプション（例えば、アイコン５０８
）のユーザ選択に応答して、コピーを複数部録画するためのオプション（例えば、図６の
ポップアップメニュー６０２）を有するポップアップメニューを表示してもよい。一部の
実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組が複数の放送を有していたり
、複数の放送を有する可能性が高い番組であると判断した場合に限り、アイコン５１０を
表示してもよい。
【００３１】
　番組のコピーを複数部録画するべきかどうかをユーザが指定することができることに加
え、あるいは別の方法として、双方向テレビアプリケーションは、番組のコピーを複数部
録画するべきかどうかを自動的に判断してもよい。双方向テレビアプリケーションは、例
えば、ユーザが要求する番組の識別、ユーザの視聴履歴、放送時刻、チャンネルまたは番
組のテーマ、番組が以前に放送、視聴、録画されたかどうか、番組の優先度などの基準、
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あるいはその他のいずれかの適切な基準に基づいて、この判断を行ってもよい。
【００３２】
　録画オプションは、どのように番組のコピーが録画されるべきかを指定するため、ユー
ザ、または双方向テレビアプリケーションによって設定されてもよい。録画オプションは
、例えば、録画するチャンネル、放送のタイプ、解像度またはバッファの長さを含んでも
よい。録画属性はユーザ機器で録画された番組のコピーの実際の特徴を表すあるいは示す
ため、すでに本願で言及されている録画属性は、録画オプションとは異なる。このような
属性は、例えば、完全な／中断されていない録画、正確な番組コンテンツ、放送のタイプ
、解像度、あるいはその他の属性を含んでもよい。一部の属性は、ユーザによって設定さ
れた録画オプション（例えば、放送のタイプ、解像度）に直接対応し得るが、その他（例
えば、完全な／中断されていない録画、正確な番組コンテンツ）は対応し得ない。
【００３３】
　一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組のそれぞれのコピー
に対する録画オプションを自動的に設定してもよい。例えば、双方向テレビアプリケーシ
ョンは、番組の付加的なコピーの録画優先度を、番組のオリジナルコピーよりも低いもの
に設定してもよい。その他の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、ユー
ザに番組のそれぞれの付加的なコピーに対する録画オプションの設定を促してもよい。例
えば、双方向テレビアプリケーションは、ユーザがすべてのコピーに対し、オプションを
設定するまで、それぞれのコピーに対し、連続的な画面、または図６に図示されるポップ
アップメニュー６０２のようなポップアップを表示してもよい。ポップアップメニュー６
０２は、複数の録画オプション６０４を含む。この例において、録画オプション６０４は
、録画するコピー数、複数の放送が利用可能な場合（例えば、アナログ、デジタル、また
は高精細度）、どの放送を録画するか、録画優先度、ユーザが番組を視聴する時期、開始
バッファの長さ（例えば、早く開始する番組の開始部分を録画するため）、および終了バ
ッファの長さ（例えば、遅く放送される番組の終了部分を録画するため）を含む。オプシ
ョンのいずれかは、利用可能であってもよいし、そうでなくてもよい。一部の実施形態に
おいて、録画オプションのポップアップメニューは、図６に図示されるオプションに加え
、またはその代わりに、その他のいずれかの適切な録画オプション（例えば、解像度、ど
のチャンネルを録画するか、ビットレート、録画サイズ、または録画の保存期間）を含ん
でもよい。
【００３４】
　以下の例は、番組の３つのコピーに対し、ユーザによって設定され得る、または双方向
テレビアプリケーションによって自動的に設定され得る（またはその両方の組み合わせ）
録画オプションの可能性を表す。オリジナルコピー（例えば、最初に選択された番組）は
、デフォルト設定の録画オプション（例えば、システムデフォルトオプション）で設定さ
れてもよい。コピーが最も望ましい録画属性で録画されることを確実とするため、番組の
第２のコピーは、より望ましい録画オプション（例えば、高精細度放送、より大きなバッ
ファ、またはより高い解像度）で設定されてもよい。最終的に、番組の第３のコピーは、
ユーザ機器（例えば、録画装置１４）で可能な容量の最低量を使用するバックアップコピ
ーを維持するため、望ましくない録画オプション（例えば、アナログ放送、無バッファ、
低い解像度）で設定されてもよい。異なるコピーに対する種々の録画オプションによって
、望ましい録画属性を欠いていない番組のコピーを取得しようとする間、システム内のリ
ソースの使用を最適化することができる。
【００３５】
　録画するための番組のコピーを複数部予約する際、双方向テレビアプリケーションは、
例えば、１つ以上のデータソース２４から受信された予約データおよびオンデマンドリス
トデータを調査する。制御回路１８が十分な数のチューナを有している実施形態において
、番組の現在の放送は、直ちに録画されてもよい。その時点で複数のコピーが録画のため
に予約される。
【００３６】
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　デフォルト設定であろうと、コピーが予約されるべきであると判断した後であろうと、
双方向テレビアプリケーションは、ユーザ機器１０が、番組のコピーを複数部録画するこ
とを防止する、いずれかの制限を有しているかどうかを判断してもよい。例えば、双方向
テレビアプリケーションは、録画装置１４またはユーザのホームネットワーク内のその他
の装置に、コピーを複数部録画するための十分な容量があるかどうか、または所定の録画
に対し、ユーザ機器１０に十分な数の利用可能なチューナがあるかどうかを判断してもよ
い。これらの例のそれぞれは、以下により詳細に記載される。その他の制限の可能性は、
ユーザ機器１０のハードウェアまたはソフトウェア制限（例えば、録画装置１４が同時に
録画できる番組の数におけるソフトウェア制限）を含み得る。
【００３７】
　一部の実施形態において、コピーを複数部録画するための十分な容量がないとの判断に
応答して、双方向テレビアプリケーションは、ユーザに番組のコピーの複数部の録画のキ
ャンセルを促すコンフリクト通知（ｃｏｎｆｌｉｃｔ　ｎｏｔｉｃｅ）をユーザに提供し
てもよい。コンフリクト通知に加え、あるいはその代わりに、双方向テレビアプリケーシ
ョンは、複数のコピーのための容量を空けるため、録画番組を削除するように、ディスプ
レイでユーザに促してもよい。このようなディスプレイの１つは、図７に図示される例示
的ディスプレイ７００である。ディスプレイ７００は、双方向テレビアプリケーションが
、リスト７０２に示される「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の付加的なコピーを録画し、リスト７
０４に示される、以前に録画された番組「Ｓｅｖｅｎｔｈ　Ｈｅａｖｅｎ」を削除するよ
うに、録画装置１４に指示することをユーザに知らせる。ユーザは、削除を続行するアイ
コン７０６を選択するか、「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の付加的なコピーの録画をキャンセル
するアイコン７０８を選択してもよい。この例において、双方向テレビアプリケーション
は、「Ｓｅｖｅｎｔｈ　Ｈｅａｖｅｎ」の削除を勧める。一部の実施形態において、双方
向テレビアプリケーションは、以前に視聴された番組および視聴されていない番組の余分
なコピー、録画される番組よりも録画優先度の低い番組（例えば、Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ）
の削除を勧めてもよい。
【００３８】
　一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組のコピーを複数部録
画するための容量を空けるため、ユーザ機器から録画番組を自動的に削除してもよい（例
えば、以前に視聴された番組および視聴されていない番組の余分なコピー、録画される番
組よりも録画優先度の低い番組）。双方向テレビアプリケーションが、削除するのに適切
な録画番組がないと判断した場合（例えば、すべての録画番組がその番組よりも高い録画
優先度を有している）、双方向テレビアプリケーションは、番組のコピーの複数部の録画
をキャンセルするか、ユーザに指示を促してもよい。
【００３９】
　上述のように、双方向テレビアプリケーションが、ユーザの機器（例えば、ユーザ機器
１０）は、番組のコピーが複数部録画されるのを防止する、いずれかの制限を有している
かどうかを判断する別の方法は、すべての録画に利用可能な十分な数のチューナがあるか
どうかを判断することによるものである。十分な数のチューナがあるかどうかを判断する
ために、双方向テレビアプリケーションは、番組のすべての現在および今後の放送を識別
したり（例えば、データソース２４によって提供された番組予約データを調べることによ
って）、予期されたチューナの利用率と識別された今後の放送時刻を比較してもよい。双
方向テレビアプリケーションは、一般的に知られているユーザ機器の使用、および予約さ
れたチューナの使用（例えば、予約された録画またはリマインダ）から、予期されたチュ
ーナの利用率を判断してもよい（例えば、ユーザの視聴履歴を用いて判断）。双方向テレ
ビアプリケーションが、ユーザ機器は、種々の放送時刻に、番組のコピーを複数部録画す
るための十分なチューナを有していないと判断した場合、双方向テレビアプリケーション
は、チューナが利用可能なコピーの録画のみを行い、ユーザに指示を促すか、コピーを複
数部録画することができないことをユーザに知らせてもよい。
【００４０】
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　双方向テレビアプリケーションが、ユーザの機器はすべての番組のコピーを複数部録画
するための利用可能な十分なチューナを有していないと判断した場合、ユーザに対し、コ
ンフリクトディスプレイを表示してもよい。例えば、図８に図示される例示的コンフリク
トディスプレイ８００は、「Ｍｅｎ　Ｉｎ　Ｂｌａｃｋ」が、「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の
第２のコピーより低い優先度を有しているため、双方向テレビアプリケーションが、予約
された録画「Ｍｅｎ　Ｉｎ　Ｂｌａｃｋ」（リスト８０４）の代わりに「Ｂｉｏｇｒａｐ
ｈｙ」の第２のコピー（リスト８０２）を録画するように録画装置１４に指示を与えるこ
とをユーザに知らせる。ユーザは、「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の第２のコピーの録画を続行
するためにアイコン８０６を選択するか、「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の録画をキャンセルす
るためにアイコン８０８を選択してもよい。またコンフリクトディスプレイ８００は、番
組の複数のコピーのリストを含み、該当する場合、どれを録画するべきかを、ユーザが選
択できるようにする（図示せず）。
【００４１】
　その他の実施形態において、ユーザにコンフリクトを知らせる代わりに、双方向テレビ
アプリケーションは、いずれかの適切な最適化基準を用いて、コンフリクトを自動的に解
決してもよい。例えば、双方向テレビアプリケーションは、コピーの録画優先度、録画要
求が番組の付加的なコピーかどうか、要求された番組が今後再放送されるかどうか、ある
いはコピーの放送タイプ（例えば、アナログ、デジタル、高精細度）に基づいて、録画す
るためにコンフリクトを解決してもよい。例えば、双方向テレビアプリケーションは、「
Ｍｅｎ　Ｉｎ　Ｂｌａｃｋ」が近いうちに再放送される場合、「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の
付加的なコピーの代わりに、「Ｍｅｎ　Ｉｎ　Ｂｌａｃｋ」の単一のコピーを録画するよ
うに、自動的に選択してもよい。
【００４２】
　今後どのくらい先まで付加的な放送を探せるかの制限を設定するため、双方向テレビア
プリケーションは、ユーザがいつ番組を視聴するかを判断してもよい。この判断は、自動
的に（例えば、ユーザ視聴履歴に基づいて）、あるいはユーザ表示に応答して（例えば、
図６の録画オプション６０４の１つのようなユーザプロンプトに基づいて）行われてもよ
い。双方向テレビアプリケーションが、ユーザがいつ番組を視聴するかを判断した時点で
、番組のほかのすべての放送の検索を、意図された視聴時刻の前に制限してもよい。
【００４３】
　以下の例は、双方向テレビアプリケーションがどのようにコピーの録画を予約するかを
表す。ユーザは、図２の対応するあるいは関連するリスト（チャンネル２８、午後９時か
ら１０時）を選択することによって、番組「Ｂｉｏｇｒａｐｈｙ」の録画を決定する。選
択を受信した上で、双方向テレビアプリケーションは、ユーザに録画オプションの設定を
促す、画面６００（図６）を表示してよい。この例においてユーザは、番組の３つのコピ
ーの録画を決定し、翌日の午後に録画番組の視聴を意図する。これらの録画オプションを
受信した上で、双方向テレビアプリケーションは、意図した視聴時刻に先立つ、「Ｂｉｏ
ｇｒａｐｈｙ」のその他のすべての放送を検索してもよい。双方向テレビアプリケーショ
ンは、チャンネル２２９のデジタル形式の午後１０時の放送と、チャンネル２８のアナロ
グ形式の午前１時の放送を見付けてもよい。ユーザ機器が、午後９時、午後１０時、およ
び午前１時の放送のそれぞれに対し、利用可能なチューナを１つしか有していない場合（
例えば、その他の予約された録画の相対的な優先度によって）、双方向テレビアプリケー
ションは、チャンネル２８で午後９時にオリジナルコピーを、チャンネル２２９で午後１
０時と、チャンネル２８で午前１時に付加的なコピーを録画してもよい。
【００４４】
　以下の付加的な例は、双方向テレビアプリケーションが、どのようにデフォルト設定で
録画予約されたすべての番組のコピーを複数部予約するかを表す。ユーザは、デフォルト
設定で録画予約されたすべての番組の２つのコピーを録画する機能を有効にしてもよい。
予約された番組のオリジナルコピーが録画された時点で、双方向テレビアプリケーション
は、番組の再放送を識別し予約してもよい。コピーを保存するための十分な容量がある、
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ユーザの機器が使用されていないチューナを有している、または双方向テレビアプリケー
ションがまだ番組の２つのコピーを録画していれなければ、再放送の放送時刻に、双方向
テレビアプリケーションは番組を録画するようにユーザの機器に指示を与えてもよい。２
つの付加的な番組の付加的なコピーが、同一の時刻に録画予約されている場合、双方向テ
レビアプリケーションは、番組のオリジナルコピーに対し設定された録画オプション（例
えば、録画優先度）を用いて、コンフリクトを解決してもよい。一部の実施形態において
、一部の番組の録画された付加的なコピーは、その他の番組の予約された第１のコピーの
ために容量を空けるため、自動的に削除されてもよい。
【００４５】
　番組のコピーが複数部録画された後、ユーザは例えば、図９に図示されるリストディス
プレイ９００のような、録画番組を視聴するためのリストディスプレイにアクセスしても
よい。ユーザは、「録画番組メニュー」キーの押下、または双方向テレビアプリケーショ
ン画面の１つからナビゲートするキー操作、あるいはその他のいずれかの適切な手段によ
って、リストディスプレイにアクセスしてもよい。例示的リストディスプレイ９００は、
録画番組リスト９０２（番組のタイトルおよび長さを含む）、番組詳細エリア９０４、お
よびビデオウィンドウ９０６を含む。
【００４６】
　一部の実施形態において、録画番組リスト（例えば、リスト９０２）は、番組のそれぞ
れのコピーに対し、個別のリストを含んでもよい。コピーを区別するため、それぞれのリ
ストは、リスト（例えば、リスト９１２および９１４）に対応あるいは関連するコピーに
対して設定された録画オプションの表示を含んでもよい。一部の実施形態において、それ
ぞれのリストは、リストに関連する、録画されたコピーに対する録画属性の表示を含んで
もよい。その他の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、それぞれの番組
に対する単一のリスト（例えば、拡張可能なリスト要素）を表示してもよい。単一のリス
トは、リストに対応する番組の利用可能なコピーの数と、コピーのすべてまたは一部に対
し設定された録画オプションの表示を含んでもよい。コピーのそれぞれに対するリストを
表示するには、ユーザは単一のリストを選択してもよい。双方向テレビアプリケーション
は、新規画面で番組の別のコピーに対応する付加的なリスト、ポップアップメニュー、ポ
ップアップ通知を、最初の画面で拡大されたリスト要素として（例えば、インデントリス
トとして）、あるいはその他のいずれかの適切な方法で表示してもよい。それぞれの付加
的なリストは、対応するコピーに対して設定された録画オプションの表示を含んでもよい
。一部の実施形態において、それぞれの付加的なリストは、番組の録画されたコピーに対
する録画属性の表示を含んでもよい。
【００４７】
　双方向テレビアプリケーションは、例えば、リストがハイライトされている間に、ユー
ザが「情報」キーを押下した際、リストの代わりに番組詳細エリア９０４、または表示さ
れる個別の番組情報画面に上述の種々の表示を行ってもよい。一部の実施形態において、
個別のリストは、個々のコピーに対し利用可能ではない。これらの実施形態において、マ
スター録画にアクセスするために単一のリストを使用してもよく、コピーは再生中にのみ
アクセス可能である。
【００４８】
　録画番組を再生するために、ユーザはメニュー（例えば、リストディスプレイ９００）
から番組に対応するリストの選択、「再生」キーの押下またはキー操作、双方向テレビア
プリケーション画面から再生オプションの選択、あるいは再生を開始するためのその他の
いずれかの適切なステップを実行してもよい。利用可能な番組のコピーが複数ある場合、
ユーザが特定のコピーを選択するか（例えば、対応するリストを選択することによって）
、双方向テレビアプリケーションが特定のコピーを自動的に選択してもよい。一部の実施
形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組の１つの特定のコピーをユーザに
推奨してもよい（例えば、リストをハイライトすることによって、またはアイコンを表示
することによって）。
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【００４９】
　双方向テレビアプリケーションが再生のために番組のコピーを自動的に選択する実施形
態において、双方向テレビアプリケーションは、どの番組を再生するかの選択において、
いずれかの適切な基準を用いてもよい。このような基準は、例えば、最良のコピー（例え
ば、望ましい録画属性を欠いていないコピーのうち、最も望ましい録画属性を有するもの
）、利用可能な最良のコピー（例えば、コピーのうち、最も望ましい録画属性を有するも
の）、以前に視聴された番組に類似した録画オプションを有するコピー、または望ましい
録画属性を有するコピーを含んでもよい。双方向テレビアプリケーションは、量的あるい
は質的に最も望ましい録画属性を有するコピーとして、自動的にまたはユーザ表示に応答
して、最も望ましい録画属性を有する番組のコピーを識別してもよい。
【００５０】
　番組のコピーが、再生のためにユーザまたは双方向テレビアプリケーションによって選
択された場合、双方向テレビアプリケーションまたはユーザは、コピーが望ましい録画属
性を欠いているかどうかを判断してもよい。一部の実施形態において、双方向テレビアプ
リケーションは、ユーザまたはそれ自体によって、再生のために選択されている番組に応
答して、自動的にこの判断を行うが、その他の実施形態において、双方向テレビアプリケ
ーションが別の場合には判断を行う。例えば、双方向テレビアプリケーションは、番組が
録画される際、予約されたコピーのすべてが録画された後、再生中、またはその他のとき
に、判断を行ってもよい。
【００５１】
　双方向テレビアプリケーションが、番組のコピーが望ましい録画属性を欠いているかど
うかを判断する時期に関わらず、双方向テレビアプリケーションは、コピーの録画属性を
ある時点で判断する（例えば、（ａ）チューナのユーザ操作によって録画が中断されたか
どうか、（ｂ）間違ったチャンネルまたは番組が録画されたかどうか、（ｃ）緊急放送が
最初に予約された番組編成と差し替えられたかどうかを判断）。これは、双方向テレビア
プリケーションが、望ましい録画属性が欠けているかどうかを判断する際、またはそれよ
りも早く行われてもよい。例えば、双方向テレビアプリケーションは、コピーが録画され
る時点で、コピーに対する録画属性を判断し、再生のために番組が選択された後で、それ
らの属性を連続して調査してもよい。
【００５２】
　双方向テレビアプリケーションは、いずれかの適切なアプローチを用いて、コピーに対
する録画属性を判断してもよい。例えば、チューナが録画に同調していないかどうかを判
断するため、制御回路１８または録画装置１４（図１）のチューナを監視してもよく、中
断があるかを調べるために、ユーザの機器への電力を監視してもよい。別の例として、双
方向テレビアプリケーションは、例えば、望ましいコピーが、ある理由で放送禁止あるい
は放送中止になったかどうかを判断するため、データソース２４から受信される予約デー
タを調査してもよい。双方向テレビアプリケーションが、コピーの録画属性を判断する際
、データベース１０４（図１）にそれらを入力してもよい。双方向テレビアプリケーショ
ンは、例えば、どの望ましい属性が存在し、どの望ましい属性が欠如しているかを示すこ
とによって、属性を示してもよい。代替的に、双方向テレビアプリケーションは、どの望
ましくない属性が存在し、どの望ましくない属性が欠如しているかを示してもよい。さら
に別のアプローチにおいて、これらの２つのアプローチの組み合わせて用いてもよい。
【００５３】
　コピーが望ましい録画属性を欠いているとの判断に応答し、双方向テレビアプリケーシ
ョンは、データベース１０４に欠如している望ましい録画属性として、番組をマークして
もよい。また双方向テレビアプリケーションは、望ましい録画属性の欠如をユーザに示し
てもよいし、例えば、リストディスプレイからリスト削除することによって（例えば、図
９のリスト９０２）、ユーザに対し欠如している属性を識別することによって（例えば、
図９の番組詳細エリア９０４）、リストが表示される順番を変更することによって、再生
するためにどのコピーを自動的に選択するかを変更することによって、あるいは録画装置
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１４からコピーを削除することによって、ユーザがコピーにアクセスするのを防止しても
よい。コピーが再生されている場合、双方向テレビアプリケーションは、番組の別のコピ
ーへ切り替えてもよい。「切り替え」を以下に記載する。
【００５４】
　一部の実施形態において、ユーザは、コピーが望ましい録画属性を欠いていると判断す
る場合がある。例えば、ユーザはコピーのリスト（図９に図示されるような）の表示中、
あるいは番組の再生中に、録画属性を見直してもよい。ユーザが再生中に、コピーが望ま
しい録画属性を欠いていると判断した場合、ユーザは双方向テレビアプリケーションにそ
の判断を知らせ（例えば、入力装置１６でのキーの押下、または画面上のオプションの選
択によって）、番組の別のコピーへ切り替えてもよい。一部の実施形態において、ユーザ
は番組のコピーが望ましい録画属性を欠いていると具体的に示すことなく、別のコピーへ
切り替えてもよい。
【００５５】
　別のコピーへの切り替えは、いずれかの適切なアプローチを用いて行われてもよい。例
えば、ユーザは再生を一時停止することによって、録画番組メニュー（例えば、メニュー
９００）へ戻ることによって、再生のために番組の別のコピーを選択することによって、
手動で切り替えを行ってもよい。別の例として、ユーザは「切り替え」キーの押下、また
はユーザ入力装置１６での適切なキー操作によってアプリケーションに切り替えを命令し
てもよい。この命令の受信に応答して、双方向テレビアプリケーションは、ユーザに番組
の別のコピーの選択を促す、画面上のオプションを表示してもよい。一部の実施形態にお
いて、ユーザによる切り替え要求の命令は、単純に双方向テレビアプリケーションに、次
の利用可能なコピーを自動的に選択させてもよい（例えば、ユーザが切り替えを行う際、
コピーをループ）。一部の実施形態において、切り替えのためのユーザ命令の受信に応答
して、双方向テレビアプリケーションは、切り替え命令が受信された際、再生されている
番組のコピーの再生位置を識別し、同一の再生位置で連続して（例えば、若干早い再生位
置）選択されたコピーを再生してもよい。
【００５６】
　一部の実施形態において、番組のコピーを切り替えるための、ユーザ表示の受信に応答
して、双方向テレビアプリケーションは、どの望ましい録画属性が欠如しているかの通知
をユーザに促してもよい。図１０の例示的ディスプレイ画面１０００は、例えば、欠如し
ている望ましい録画属性に対応する選択可能なボックス１００２（例えば、中断された番
組、またはビデオ画質／オーディオ音質）を含む。ユーザが、１つ以上のボックス１００
２を選択した時点で、ユーザは、双方向テレビアプリケーションにその選択を送信するた
め、オプション（例えば、アイコン１００４）を、あるいは送信をキャンセルするために
オプション（例えば、アイコン１００６）を選択してもよい。送信に応答して、双方向テ
レビアプリケーションは、識別された望ましい録画属性を欠いていない番組のコピーを選
択および再生、あるいは推奨してもよい。また双方向テレビアプリケーションは、送信に
応答して、欠如している望ましい録画属性を示すため、データベース１０４の番組のコピ
ーに対応するデータベース入力を変更することによって、番組のコピーをマークしてもよ
い。一部の実施形態において、データベース入力は、どの録画属性が欠如しているかを含
んでもよい。また双方向テレビアプリケーションは、この表示に応答して、欠如している
望ましい属性を有する番組の別のコピーを録画しようとしてもよい。これを行うためのシ
ステムおよび方法は、参照することによって全体として本願に含まれる、２００５年４月
１日出願の共同所有される米国特許出願第１１／０９７，５５６号に見られる。
【００５７】
　その他の実施形態において、番組の別のコピーへ切り替えるためのユーザ命令の受信に
応答して、あるいはコピーが望ましい録画属性を欠いていると判断（例えば、再生される
コピーの残存部が、望ましい録画属性を欠いているとの判断）する双方向テレビアプリケ
ーションに応答して、双方向テレビアプリケーションは、番組の別のコピーを自動的に選
択および再生してもよい。例えば、双方向テレビアプリケーションは、オリジナルコピー
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よりも望ましい録画属性を少なくとも１つ多く有する、番組のコピーを自動的に選択して
もよい。双方向テレビアプリケーションが、番組の別のコピーへ切り替わる際、双方向テ
レビアプリケーションは、番組の開始部から別のコピーを再生してもよい。その他の実施
形態において、双方向テレビアプリケーションは、「切り替え」命令が受信された際、あ
るいは双方向テレビアプリケーションが、番組の第１のコピーは望ましい録画属性を欠い
ていると判断した際に、代わりに番組の第１のコピーの再生位置を判断し、判断された再
生位置、まはたその直前で番組の別のコピーを再生してもよい。
【００５８】
　以下の例は、切り替え機能を示す。双方向テレビアプリケーションは、予約された放送
と差し替えられた緊急発表のために、番組のコピーが２１分の時点で４分間中断されると
判断する場合がある。双方向テレビアプリケーションは、録画番組の放送時刻およびチャ
ンネルに対応する番組予約データ（例えば、データソース２４からの番組ガイドデータと
して提供されてもよい）を見直すことによって、中断を識別してもよい。判断に応答して
、双方向テレビアプリケーションは、第１のコピーが２１分の時点に到達した際、番組の
第２のコピーへ切り替えてもよい。一部の実施形態において、番組に欠如した部分がない
ことを確実とするため、双方向テレビアプリケーションは、切り替え前に第１のコピーが
終了した位置より若干早い位置で、第２のコピーを開始してもよい（２１分の時点の直前
）。中断後、再生した後で、双方向テレビアプリケーションは、例えば、ユーザの好み、
またはどのアプローチが最良のユーザ・エクスペリエンスを提供するかに関する番組のデ
フォルト設定によって、第２のコピーの再生を継続するか、第１のコピーに戻り中断が終
了した時点で再生を開始してもよい。
【００５９】
　切り替え機能の別の例として、ユーザは１時間の番組のコピーを見ていてもよい。４４
分の時点で、番組のビデオ画質が悪化し、ユーザは番組のコピーは望ましい録画属性を欠
いていると判断する。そしてユーザは切り替え機能を選択し、双方向テレビアプリケーシ
ョンは自動的に、またはユーザ表示に応答して、再生のために番組の別のコピーを選択す
る。双方向テレビアプリケーションは、番組の選択されたコピーを開始部分から、ユーザ
が切り替え機能を起動した際の、第１のコピーの開始部分の若干手前の位置から（例えば
、４４分の時点の直前）、あるいはその他のいずれかの再生位置で再生する。
【００６０】
　番組のコピーを複数部録画することによって、双方向テレビアプリケーションに対して
利用可能な保存容量が急激に減少する場合がある。この減少を補うために、双方向テレビ
アプリケーションは、後に番組の付加的なコピーを自動的に削除してもよい（例えば、数
週間後、数ヶ月後、またはコピーが再生された時点）。その他の実施形態において、双方
向テレビアプリケーションは、番組のコピーに対応するデータベース入力に基づいて、番
組のコピーが望ましい録画属性を有していると判断し、その他のコピーの一部またはすべ
てを削除してもよい（望ましい録画属性を欠いている、欠いていないに関わらず）。一部
の実施形態において、ユーザがコピーの１つを削除した際、双方向テレビアプリケーショ
ンは、番組のコピーのすべてを削除してもよい。
【００６１】
　一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組のコピーに対応する
データベース入力に基づいて、番組のコピーのすべてが望ましい録画属性を欠いていると
判断する場合がある。このような判断に応答して、双方向テレビアプリケーションは、望
ましい録画属性を欠いていない新規コピーを生成するため、番組のそれぞれのコピーから
の一部を結合してもよい。例えば、番組のあるコピーがチューナの故障によって中断され
た場合、双方向テレビアプリケーションは、番組の別のコピーから欠如部分を抽出し、中
断されていない番組を生成するため、それを第１のコピーに挿入してもよい。
【００６２】
　図１１～１４は、本発明の一部の実施形態に関与する、例示的プロセスのフローチャー
トである。図１１は、番組のコピーを複数部録画するための例示的プロセスのフローチャ
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ートである。プロセス１１００はステップ１１０２から開始する。ステップ１１０５で双
方向テレビアプリケーションは、番組のコピーを複数部録画するかどうかを判断する。例
えば、双方向テレビアプリケーションは、デフォルト設定で、番組のコピーを複数部録画
するかどうかを判断してもよい（例えば、すべての予約された番組のコピーを複数部録画
する機能が有効である場合）。別の例として、双方向テレビアプリケーションは、番組の
コピーを複数部録画するかどうかのユーザ入力装置１６からのユーザ命令を受信してもよ
い。さらに別の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組の録画優先度
に基づいて、番組のコピーを複数部録画するかどうかを判断してもよい。双方向テレビア
プリケーションが、コピーを複数部録画するべきではないと判断した場合、プロセス１１
００はステップ１１４０へ移動する。あるいはプロセス１１００はステップ１１１０へ移
動する。ステップ１１１０で双方向テレビアプリケーションは、ユーザ機器１０がステッ
プ１１０５の番組のコピーを複数部録画する機能を有するかどうかを判断する。例えば、
双方向テレビアプリケーションは、コピーを複数部録画するため、ユーザ機器１０が番組
の放送時刻に利用可能な十分なチューナを有するかどうか、また録画装置１４あるいは別
の装置が番組のコピーを録画するための十分な容量を有するかどうかを判断する。ユーザ
機器が番組のコピーを複数部録画する機能を有する場合、プロセス１１００は、双方向テ
レビアプリケーションが、録画装置１４あるいは別の装置に番組のコピーを複数部録画す
ることを指示する、ステップ１１３０へ移動する。
【００６３】
　ユーザ機器が、番組のコピーを複数部録画する機能を有していない場合、プロセス１１
００はステップ１１２０へ移動する。ステップ１１２０で双方向テレビアプリケーション
は、ユーザ機器が番組のコピーを複数部録画することができるようにするため、ユーザ機
器１０を操作することができるかどうかを判断する。例えば、双方向テレビアプリケーシ
ョンは、コンフリクトチェックの結果に基づいて、チューナを解放することができるかど
うか、または番組のコピーを保存するための容量を空けるため、録画番組を録画装置１４
または別の装置から削除することができるかどうかを判断してもよい。双方向テレビアプ
リケーションは、ユーザ機器を操作できるかどうかを自動的に判断するか、ユーザ機器の
操作をユーザに促してもよい。双方向テレビアプリケーションが、コピーを複数部録画す
るために、双方向テレビアプリケーションはユーザ機器１０を操作することができないと
判断した場合、プロセス１１００はステップ１１４０へ移動する。ステップ１１４０で双
方向テレビアプリケーションは、番組のコピーを複数部録画しないように、ユーザ機器１
０に命令する。
【００６４】
　コピーを複数部録画するため、双方向テレビアプリケーションが、ユーザ機器１０を操
作することができる場合、プロセス１１００はそれを行うためにステップ１１５０へ移動
する。例えば、双方向テレビアプリケーションは、ステップ１１２０でなされた判断に応
答して、チューナを解放するために、以前に予約された録画をキャンセルするか、番組の
コピーを録画するための容量を空けるため、録画装置１４または別の装置から以前に録画
された番組を削除してもよい。プロセス１１００は、番組のコピーが複数部録画される、
ステップ１１３０へ移動する。例えば、双方向テレビアプリケーションは、自動的に、あ
るいはユーザによって設定された録画オプションを有するそれぞれのコピーを予約しても
よい。プロセス１１００はステップ１１６０で終了する。
【００６５】
　図１２は、録画番組の複数のコピーの１つを再生するための例示的プロセスのフローチ
ャートである。プロセス１２００はステップ１２０２から開始する。ステップ１２１０で
双方向テレビアプリケーションは、番組を再生するためのユーザ命令を受信する。ステッ
プ１２２０で、ユーザ命令の受信に応答して、双方向テレビアプリケーションは、いずれ
かの適切な基準に基づいて、番組の特定のコピーを自動的に選択してもよい。その他の実
施形態において、ユーザは再生するために、番組のリストから番組の特定のコピーを選択
してもよい。
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【００６６】
　ステップ１２３０で双方向テレビアプリケーションは、番組の選択されたコピーが望ま
しい録画属性を欠いているかどうかを判断する。例えば、双方向テレビアプリケーション
は、番組の選択されたコピーが望ましい録画属性を欠いているかどうかを自動的に判断す
る。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、望ましい録画属性を示
す、データベース１０４の番組の選択されたコピーに対応する、データベース入力を識別
する。別の例において、ユーザは選択されたコピーの録画属性の表示に基づいて、選択さ
れたコピーが望ましい録画属性を欠いていると判断する場合がある。双方向テレビアプリ
ケーションが自動的に、あるいはユーザ表示に応答して、番組は望ましい録画属性を欠い
ていないと判断した場合、プロセス１２００はステップ１２６０へ移動し、番組のコピー
を再生する。プロセス１２００はステップ１２６２で終了する。
【００６７】
　双方向テレビアプリケーションが、番組の選択されたコピーは望ましい録画属性を欠い
ていると判断した場合、プロセス１２００は、双方向テレビアプリケーションが、番組の
別のコピーを選択するように命令を受信する、ステップ１２４０へ移動する。例えば、双
方向テレビアプリケーションは、録画装置１４または別の装置に対し、自動的に命令を生
成および提供してもよいし、双方向テレビアプリケーションは、番組の別のコピーを選択
するためのユーザ命令を受信してもよい。ステップ１２５０で双方向テレビアプリケーシ
ョンは、番組の別のコピーを選択する。例えば、双方向テレビアプリケーションは、いず
れかの適切な基準に基づいて、録画番組の別のコピーを自動的に選択してもよいし、双方
向テレビアプリケーションは、選択するべき録画番組のコピーのユーザ表示を受信しても
よい。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、第１のコピーの録画
属性よりも望ましい、少なくとも１つの録画属性を有する番組の別のコピーを選択あるい
は推奨してもよい。そして双方向テレビアプリケーションは、ステップ１２３０へ戻り、
番組の新規に選択されたコピーが望ましい録画属性を欠いているかどうかを判断する。
【００６８】
　一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、選択され、再生されたコ
ピーが、望ましい録画属性を欠いているかどうかを判断する前に、番組の選択されたコピ
ーの再生を開始してもよい。このような実施形態において、双方向テレビアプリケーショ
ンは、いずれかの適切な再生位置で、番組の別のコピー（例えば、ステップ１２５０で選
択された）を再生してもよい。
【００６９】
　図１３は、番組の利用可能な最良のコピーを選択するための例示的プロセスのフローチ
ャートである。プロセス１３００はステップ１３０２から開始する。ステップ１３１０で
双方向テレビアプリケーションは、番組を再生するためのユーザ要求を受信する。一部の
実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、番組の利用可能な最良のコピーを
再生する要求を受信してもよい。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーショ
ンは、番組の利用可能な最良のコピーを自動的に再生してもよい。
【００７０】
　ステップ１３２０で双方向テレビアプリケーションは、最も望ましい録画属性を有する
番組のコピーを識別する。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、
望ましい録画属性を最も多く有する番組のコピーを識別してもよい。一部の実施形態にお
いて、双方向テレビアプリケーションは、質的に最も望ましい録画属性を有する番組のコ
ピーを識別してもよい。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、望
ましい録画属性を欠いていない、番組のコピーを識別してもよい。
【００７１】
　ステップ１３３０で双方向テレビアプリケーションは、再生のためにステップ１３２０
で識別された番組のコピーを選択する。ステップ１３４０で双方向テレビアプリケーショ
ンは、番組の選択されたコピーを再生する。例えば、双方向テレビアプリケーションは、
番組の選択されたコピーを再生するように表示装置１２に指示を与える。プロセス１３０
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０はステップ１３４２で終了する。
【００７２】
　図１４は、番組の少なくとも２つのコピーの一部を連続して再生するための例示的プロ
セスのフローチャートである。プロセス１４００はステップ１４０２から開始する。ステ
ップ１４１０で双方向テレビアプリケーションは、番組を再生するためのユーザの要求を
受信する。ステップ１４２０で双方向テレビアプリケーションは、番組の第１のコピーを
選択する。ステップ１４３０で双方向テレビアプリケーションは、番組の選択された第１
のコピーの一部を再生する。例えば、双方向テレビアプリケーションは、番組の選択され
た第１のコピーを再生するように表示装置１２に指示を与える。
【００７３】
　ステップ１４４０で双方向テレビアプリケーションは、番組の第１のコピーの録画属性
を識別する。一部の実施形態において、双方向テレビアプリケーションは、データベース
１０４からの情報を用いて、番組の第１のコピーの録画属性を判断してもよい。一部の実
施形態において、ユーザは表示装置１２で再生中の番組の特徴に基づいて、番組の第１の
コピーの録画属性を判断してもよい。ステップ１４５０で双方向テレビアプリケーション
は、番組の第１のコピーが望ましい録画属性を欠いていると判断する。一部の実施形態に
おいて、双方向テレビアプリケーションは、（例えば、データベース１０４から検索され
た属性から）番組の第１のコピーの少なくとも１つの録画属性は望ましくないと、自動的
に判断する。一部の実施形態において、ユーザは番組の第１のコピーは望ましい録画属性
を欠いていることを双方向テレビアプリケーションに知らせる（例えば、入力装置１４を
用いて）。
【００７４】
　ステップ１４６０で、番組の第２のコピーへ切り替える判断に応答して、双方向テレビ
アプリケーションは、番組の第１のコピーの録画属性よりも望ましい、少なくとも１つの
録画属性を有する番組の第２のコピーを選択する。例えば、番組の第１のコピーが中断さ
れた場合、双方向テレビアプリケーションは、中断されていない番組のコピーを選択して
もよい。一部の実施形態において、ユーザは、番組の別のコピーの録画属性の双方向テレ
ビアプリケーションによって提供された表示に基づいて、番組の別のコピーを選択しても
よい。一部の例において、ユーザまたは双方向テレビアプリケーションは、望ましい録画
属性を欠いていることが確認されていない、別のコピーを選択し、第２のコピーの再生開
始後まで、望ましい属性を欠いているかどうかを見出せない場合がある。
【００７５】
　ステップ１４７０で双方向テレビアプリケーションは、ステップ１４６０で選択された
番組の第２のコピーの少なくとも一部を再生する。一部の実施形態において、双方向テレ
ビアプリケーションは、番組の第２のコピーを開始部分から再生してもよい。一部の実施
形態において、双方向テレビアプリケーションは、双方向テレビアプリケーションが番組
の第２のコピーを選択する前に、番組の第１のコピーの再生位置の直前の再生位置から番
組の第２のコピーを再生してもよい。プロセス１４００はステップ１４７２で終了する。
【００７６】
　放送された番組の録画に関連する、上述される機能のすべては、ビデオ・オン・デマン
ド番組、ビデオクリップ、一連の番組、またはユーザ機器１０による録画および表示に適
切なその他のいずれかのコンテンツの録画に適用されてもよいことに留意されたい。連続
録画の場合、双方向テレビアプリケーションは、１つ、複数、あるいはすべての放映分の
コピーを複数部録画してもよい。
【００７７】
　一部の実施形態において、コピーは録画属性以外によって他とは異なっていてもよい。
例えば、異なった指定（例えば、ＨＢＯで放送されるＲ指定番組、およびＡＢＣで放送さ
れるＰＧ－１３指定番組）を有しているため、番組の２つのバージョンは異なる場合があ
る。また異なった指定を有する番組は、例えば、異なった録画属性で録画されてもよい。
またこれは、例えば、別のものは編集され、好ましくない言語を削除されているが、歌や



(20) JP 2009-510951 A 2009.3.12

10

20

30

音楽のビデオのあるバージョンには、不適切な歌詞が含まれている、オーディオサービス
に関して発生する場合がある。
【００７８】
　本発明の上述される実施形態は、限定ではなく例示目的のために提示され、本発明は添
付の特許請求の範囲によってのみ限定される。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】図１は、本発明の一実施形態による、例示的双方向テレビシステムの略図である
。
【図２】図２は、本発明の一実施形態による、テレビ番組リストを示す、例示的ディスプ
レイ画面を表す。
【図３】図３は、本発明の一実施形態による、テレビ番組に関連する情報を示す、例示的
ディスプレイ画面を表す。
【図４】図４は、本発明の一実施形態による、録画が開始された後の、テレビ番組を全画
面に示す例示的ディスプレイ画面を表す。
【図５】図５は、本発明の一実施形態による、番組のコピーを複数部録画するためのオプ
ションを含む、例示的ディスプレイ画面を表す。
【図６】図６は、本発明の一実施形態による、録画オプションを示す例示的ディスプレイ
画面を表す。
【図７】図７は、本発明の一実施形態による、録画容量のコンフリクト通知を示す、例示
的ディスプレイ画面を表す。
【図８】図８は、本発明の一実施形態による、予約のコンフリクト通知を示す、例示的デ
ィスプレイ画面を表す。
【図９】図９は、本発明の一実施形態による、録画番組のリストを示す、例示的ディスプ
レイ画面を表す。
【図１０】図１０は、本発明の一実施形態による、ユーザが番組に対し、録画属性が欠け
ている旨を示すことができるようにするためのオプションを示す、例示的ディスプレイ画
面を表す。
【図１１】図１１は、本発明の一実施形態による、番組のコピーを複数部録画するための
、例示的プロセスのフローチャートを表す。
【図１２】図１２は、本発明の一実施形態による、望ましい録画属性を欠いていない録画
番組のコピーを再生するための、例示的プロセスのフローチャートを表す。
【図１３】図１３は、本発明の一実施形態による、番組の利用可能な最良のコピーを選択
するための、例示的プロセスのフローチャートを表す。
【図１４】図１４は、本発明の一実施形態による、番組のコピーの一部を連続して再生す
るための、例示的プロセスのフローチャートを表す。
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